
梯団（ていだん）除雪　　作業手順

留意事項 重篤度
可能性の
度合

リスク評
価 優先度

・車両カバンの準備 ・車両カバン内業務用プレート、鍵の有無確認
・使用車両の準備 ・運行前点検、各装備のチェック搭載備品の有無確認 ・部品が落下し一般車に当たり 3 2 5 Ⅲ ・確実な点検を行う

　　(腐食による落下部品の有無を車輌をひと回りし点検する) 　事故を起こす

・雪氷基地にて待機 ・速やかに出動できる体制をとる

・凍結防止剤積み込み ・積荷剤、液の確認
・有資格者によりクレーン作業を行う

・作業を組む各車両乗務員と作業打合せを行う ・吊り荷の下には入らない ・凍結防止剤が落下してケガ 4 1 5 Ⅲ ・有資格者（クレーン、玉掛け）
・無線の電源を入れる ・作業指示を確認する をする の配置
・携帯電話にて雪氷本部と連絡を取る ・吊り荷の下に絶対入らない
・VIPSの電源を入れ、作業項目の確認 ・車両移動時、助手による誘導の徹底
・プラウ固定ピンを外す ・ウオッサムのホースの脱着確認
・前方作業車と無線交信をし、通行車両に注意しながら作業を開始する ・交通量に注意し制限速度を守る ・通行車両が追突しケガをする 2 3 5 Ⅲ ・車間距離に注意して作業する

・後方確認をしっかり行い車間距離をしっかりとる
（標識表示は「作業中、追越し禁止」）

・作業中、安全車間距離を確保する ・投排雪禁止区間の速度に注意する　※標識表示有り
・路肩によりすぎないようにし、プラウの損傷に注意する
・BS、PA、SA、IC等の出入に特に注意する ・一般車と接触しケガをさせる 3 2 5 Ⅲ ・狭小な場所を通行するときは

・作業後の路面状況及び天候等を雪氷本部に連絡する ・料金精算機等にプラウをぶつ 助手が降りて確認する
ける

・各基地に到着したら雪氷本部または基地連絡員に連絡し、 ・ウレタンゴム、エッヂの摩耗状況を確認する
　以後の指示を仰ぐ
・使用車両の給油、洗車、片づけの確認をする ・車両の残燃料等注意する

・運行後車輌をひと回りし、各装備のチェック搭載備品の有無確認
・無線・VIPSの電源を切る

・車両カバンの返納 ・車両カバン内業務用プレート.鍵の有無確認

注意事項 ・有資格者による作業を行う
・作業中は一般車に充分注意をする（追い越し、割り込み、接近等）
・車両等の不具合な箇所はすぐに報告し対応する
・標識の表示変更は、必ず２名にて標識を目視確認する

作業終了

内容 危険性・有害性の洗い出し リスク低減措置

準備工

作業開始

作業中


